
① 逢瀬橋から大窪橋までの区間 【令和8年2月撮影】

大窪橋

②大窪橋から咲田橋までの区間

③咲田橋から東部幹線(市施行)までの区間

①逢瀬橋から大窪橋間の築堤護岸及び堤防道路が令和
４年度に完成しました。

③咲田橋から東部幹線間の築堤護岸及び堤防道路が完
了しました。

大窪橋

逢瀬橋

大窪橋

旧大窪橋
(撤去済)

咲田橋

幕ノ内橋
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伊賀河原土地区画整理事業

河川改修事業 逢瀬川 L=1,270m

令和８年９月末現在 事業進捗率 9９%

④東部幹線から幕ノ内橋までの区間

④東部幹線から幕ノ内橋上流部間の築堤護岸が完成し
ました。令和５年度には幕ノ内橋が完成しました。

幕ノ内橋（完成）

令和８年度
上部工(橋桁)
取付道路
仮歩道橋撤去
護岸工

逢瀬橋

咲田橋（l取付道路施工中）

咲田橋

お う せ がわ

【令和8年4月撮影】

【令和8年2月撮影】

【令和8年2月撮影】

②大窪橋から咲田橋間の築堤護岸及び堤防道路が令和
４年度に完成しました。(咲田橋施工範囲を除く）

現在、新しい咲田橋の橋桁を架設し、令和８年12月
開通に向けて工事を進めています。

市道麓山一丁目久保田線
道路整備事業

①

②

③

④

̏咲田橋は令和８年12月に開通を予定しています˝



阿武隈川

伊賀河原土地区画整理事業
Ａ＝40.2ha (H6～H31)

逢瀬川は、奥羽山脈の豊かな森林地帯を源流とし、本県の経済・文化の中心都市である
郡山市の市街地を貫流して阿武隈川へ流下する、流域面積56.6km2の一級河川です。
市街地の浸水被害を解消し人々の安全で安心な生活を守ること、市街地の活性化を支援

することを目的に、景観に配慮したまちづくりと一体となった河川整備を進めています。

一級河川 逢瀬川 郡山市若葉町地内

事業の必要性と効果

全体計画延長：L=1,270m
事業着手：昭和63年度
事業完了：令和８年度（予定）
事業概要：築堤護岸工 L=1,270m

橋梁工 N=3橋
大窪橋（完成）
咲田橋（施工中）
幕ノ内橋（完成）

樋門工 N=5箇所（完成）

令和８年度の事業内容
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【 河川：標準横断図 】

公共下水道合

流式改善事業
Ａ＝312.1ha

国道288号

富田第二土地区画

整理事業
Ａ＝61.3ha H8～

富田第一土地区画整理事業
Ａ＝94.9ha S56～H10

改修済区間・・・・
今年度施行区間・・

逢瀬川（下流）広域河川改修
全体計画Ｌ＝１，２７０ｍ

河川断面が狭小であったため、昭和61年8月の台風、平成10年8月や平成23年9月の集中豪
雨などに伴い沿川市街地の浸水被害が発生しました。また、令和元年東日本台風時には阿
武隈川本川の異常な水位上昇に伴う浸水被害も発生しています。河川の断面積を広げると
ともに堤防の高さを上げることにより、浸水被害の発生を軽減します。

【 位置図 】 事業概要

・咲田橋新橋上部工（橋桁）
・取付道路工
・仮歩道橋撤去
・護岸工
・物件補償（咲田橋関連）

咲田橋

【 令和元年10月出水状況 】



令和8年9月末現在上流工区事業進捗率 70%

右支夏井川 工事進捗状況

現況河川幅8.0m 計画河川幅36.5m
令和８年３月に黒森川の堤防かさ上げや護岸の整備が完了しました。

現在は、右支夏井川の堤防をかさ上げや荒町橋の取り付け道路を整備しています。

黒森川 工事進捗状況

う し な つ い が わ

【令和6年4月撮影】 【令和8年6月撮影】

【令和3年2月撮影】

小野橋

旧荒町橋

右支夏井川

新荒町橋

小野橋

右支夏井川

【令和8年8月撮影】



広域河川改修全体計画 L=5,365m
〇下流工区(小治郎橋～平舘橋) L=1,000m
・H8年度 事業着手
・H26年度 完成

〇上流工区(稲荷橋～役場裏) L=1,000m
堤防のかさ上げや護岸整備 L=1,000m
橋梁架け替え N=4橋
町道付け替え N=1式
・H26年度 事業着手

右支夏井川は、小野町の中心市街地を貫流し夏井川に合流する河川です。
市街地の浸水被害を解消し、人々の安全で安心な生活を守ることを目的に、
まちづくりと一体となった河川整備を進めています。

二級河川 右支夏井川
田村郡小野町大字小野新町 地内

〇右支夏井川
・調査、設計、用地補償

（小野橋～車川合流点）
・堤防のかさ上げ、護岸や樋管の整備

（小野橋～小野町役場）
・付け替える町道の整備

（五條橋）
・旧橋の撤去、新橋の下部工整備

右支夏井川は、中心市街地である小野新町地内において河川の断面積が狭小であるため、
昭和61年8月の台風や令和元年の東日本台風で浸水被害が発生しています。本事業により
河川の断面積を広げ浸水被害を軽減し、また、まちづくりと一体となった整備により、市
街地の活性化に寄与します。

事業の必要性と効果

事業概要 令和8年度の事業内容

【 出水状況：小野町大字谷津作地内】 【 出水状況：旧荒町橋】

下流工区
平成26年9月完成

全体計画 L=5,365ｍ

【 平面図 】

小野町役場倉

上流工区 L=1,000m

旧 小野町
地方総合
病院 小野橋

至
い
わ
き
市

至

郡
山
市

小治郎橋

平舘橋

ＪＲ橋

昭和61年8月撮影】 令和元年10月撮影】

赤沼橋
稲荷橋

光明院橋

荒町橋松葉橋

五條橋

Ｒ８年度工事箇所

右支夏井川 右支夏井川

旧荒町橋



令和8年9月末現在事業進捗率 26%

今出川 工事進捗状況【１工区】（上流側より）

現況河川幅 約15m 計画河川幅 約30m
令和８年３月までに北須川合流部の堤防と護岸の整備が完了しました。
現在は、１工区（今出橋より下流側）の護岸工事や管理用道路の整備を行っています

。

今出川 工事進捗状況（下流より全体を望む）

い ま で が わ

【令和3年7月撮影】 【令和8年8月撮影】

【令和8年8月撮影】【令和3年7月撮影】

北須川



全体計画延長：Ｌ＝３００ｍ

事 業 概 要：築堤盛土、河道拡幅掘削、

護岸、橋梁架替（今須橋、

旭橋、今出橋） 等

事 業 着 手：Ｈ２８

今出川は、石川町の中心市街地を貫流し、北須川に合流する河川です。
市街地の浸水被害を解消し、人々の安全で安心な生活を守ることを目的に、河川整備を

進めています。

一級河川 今出川
石川郡石川町新町 地内

〇１工区

・設計、用地補償

・左岸堤防の護岸工事、管理道路の整備等

〇２工区

・設計、用地補償

石川町を流れる今出川は、昭和41年9月の豪雨や令和元年東日本台風をはじめ、度重な
る洪水により浸水被害が発生しています。そのため、北須川の合流点から上流 0.3ｋｍ区
間において川を広げ、堤防を築く工事を行い、沿川の人家等の浸水被害を軽減します。

事業の必要性と効果

事業概要

令和8年度の事業内容

【 出水状況：昭和41年台風28号】 【 出水状況：令和元年東日本台風】

【昭和41年9月撮影】

今出川

掘 削
築 堤

築 堤

標準断面図

【令和元年10月撮影】

【石川町新町地内 】 【石川町南町地内】

平面図

１工区延長
L=200m

2工区延長
L=100m

全体計画 延長L=300m

今須橋 旭橋 今出橋
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至 須賀川

至 いわき

現在の河川新しい河川

※上流から下流を見て左側の岸を左岸といいます。



事業着手

平成23年度

令和８年９月末現在

事業進捗率 9１％

な ら さ か

〇令和５年３月１日に古殿町内の1.3ｋｍ区間が開通しています。
〇切土区間の掘削が完了し、現在道路改良工事、法面工事に着手
しています。

至 矢祭町

【一部開通状況（古殿町）】
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地理院地図を加工して作成
NS

W
E

国道３４９号（楢坂工区）全体計画Ｌ=2.15km

一部開通 Ｌ=1.3km
令和5年3月 至 小野町

至 矢祭町

【R8施工状況】

至 小野町

至 小野町

至 矢祭町

古殿町

平田村



国道349号は、茨城県水戸市を起点とし本県の中通りを縦貫して宮城県に至る重要な
幹線道路です。
災害等により浜通り軸（浜通りを縦貫する基幹的な道路）が通行不能となった場合の

代替機能を確保することを目的に、楢坂工区は、古殿町と平田村の町村境の峠部の延長
L=2,150mを整備しています。

・道路改良工

・法面工

楢坂工区は、道路の幅員が狭く、急勾
配や急カーブが連続し、通行の難所と
なっています。本事業により、幅員狭小
と線形不良ならびに冬期間に路面が凍結
する日陰区間を解消し、安全で円滑な交
通を確保します。

事業の必要性と効果

延長L=2,150m 幅員W=6.0(8.0)m

・Ｈ23年度 事業着手

・Ｈ28年度 工事着手

・R5年3月 古殿町内のL=1.3km供用

事業概要

令和8年度の事業内容

至 矢祭町

至 矢祭町

至 小野町

国道349号（楢坂工区）
石川郡古殿町山上字才木草地内～石川郡平田村大字北方字楢坂地内

至 小野町

幅員狭小
急勾配
急カーブ

幅員狭小
急勾配
急カーブ

【 現道状況（峠部）】 【 現道状況 】

【 位置図 】

【 標準横断図 】
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全体計画 L=2.15km W=6.0(8.0)m

R5.3月開通
Ｌ＝1.3km

Ｒ8施工箇所



事業着手前

平成23年度

令和８年９月末現在

事業進捗率４６％

至 いわき市

【 工事完了箇所 】【 工事前 】

現在は用地補償のお願いをしています。

至 石川町

至 いわき市

至 いわき市

ちょう こう ち

【 工事前 】 【 工事前 】



いわき石川線は、浜通りと中通りをつなぐ地域連携道路であり、また、南東北の物流
拠点である重要港湾小名浜港から中通りをはじめとする県内各産業集積地への物流を支
える道路です。
長光地工区は、急カーブや道路の幅員が狭い箇所について、交通の安全性を高めるた

めの道路を整備しています。

○長光地工区
・用地調査
・関係機関調整

本事業により、急カーブや幅員狭小区
間の解消を行い、安全で円滑な交通を確
保します。
定時性の向上・所要時間の短縮により、

地域間の連携強化、物流の効率化が図ら
れます。

事業の必要性と効果

○長光地工区 H24年度事業着手

延長L=1,620m 幅員W=6.5(11.0)m

事業概要

令和８年度の事業内容

いわき石川線（長光地工区）
石川郡古殿町大字鎌田地内

【 位置図 】
長光地工区 L=1,620m

古殿町
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【 標準横断図 】

【施工済状況】【現道施工前状況】

至 いわき市

至 石川町至 いわき市

至 石川町

残事業区間 供用済み



事業着手

平成３０年

令和８年９月末現在

事業進捗率36%

さ わ や し き

【工事完了箇所】

【工事完了箇所】

今年度は、未施工区間(L=300m)の改良舗装工事を進めており
ます。

【 施工状況】

至白河市

至会津若松市 至会津若松市

至白河市【令和8年8月撮影】

至会津若松市

至白河市



一般国道２９４号は、千葉県柏市を起点とし、福島県会津若松市に至る全長約２
４０ｋｍの幹線道路であり、中通り地方と会津地方を結ぶ重要な路線です。
沢邸工区は、通学路となっているものの、幅員狭小及び線形不良、歩道の未整備に

より、円滑で安全な交通に支障をきたしていることから、安全性・信頼性を確保する
ために早期に道路を整備する必要があるため、延長L=1.6kmを整備しています。

国道２９４号（沢邸工区）
岩瀬郡天栄村大里地内

本事業により、車道の拡幅と歩道の整
備を行い、歩行者や車両の安全で円滑な
交通を確保します。

事業の必要性と効果

延長L=1.6km 幅員W=6.5(10.25)m
・H30年度 事業着手
・R元年度 用地補償着手
・R3年度 工事着手

事業概要

令和８年度の事業内容【 位置図 】

【 標準横断図 】

【 現道施工前状況】 【 現道施工前状況 】

・改良舗装工事

防草板ブロック(H=500～1000)

植生シート工

植生マット工

3.2503.250

0.7506.5000.500

10.250 0.5000.500

2.500

2.000 0.500
路
上
施
設
帯

有効幅員

2.00%2.00% 2.00%
1:1.0

1:1.5

U型側溝
Ⅲ-A-h-300A

U型側溝
Ⅲ-A-c-30

歩車道境界ブロック
Ⅱ-F-a-250R

表層工(再生密粒度As20F)t=5cm

基層工(再生粗粒度As20)t=5cm

上層路盤工(M-40)t=25cm

下層路盤工(RC-40)t=30cm

用
地
買
収
線

表層工(再生細粒度As13)t=3cm

路盤工(RC-40)t=10cm

至会津若松市

至会津若松市

至白河市

至白河市

N

S

W E

L=1.6km W=6.5(10.25)m
至会津若松市

至白河市

施工済区間L=280m



事業着手

令和3年度
令和８年９月末現在
事業進捗率5％

至 三春町

【 工事前：終点側(南側から北側を望む)】

現在は用地補償のお願いをしています。

至 三春町

に し は ら

【 工事前：起点側(北側から南側を望む) 】

至 郡山市街

至 郡山市街



内環状線は、国道４号との交差点を起点とし、昭和２丁目の東部幹線との交差点を環
状に結ぶ、全体延長１４．５ｋｍ、代表幅員２５ｍ、４車線の都市計画道路です。
これまで郡山市が内環状線の整備を進めておりましたが、国道288号バイパスから、

現道の国道288号までの約900mの区間を県が施工します。

・用地補償
・用地調査

本事業により、環状ネットワークの形
成による市街地の慢性的な渋滞緩和、救
急や物流の円滑な通行確保等が図られま
す。

事業の必要性と効果

延長L=約900ｍ 幅員W=27.0m
・令和3年度 事業着手
・令和4年度 測量設計、都市計画変更、

住民説明会
・令和5年度 用地交渉開始
・令和8年度 住民説明会

事業概要

令和８年度の事業内容

至 いわき市

内環状線（西原工区）
郡山市富久山町福原地内

【 位置図 】
N
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W E

【 標準横断図 】

3.25 2.0

27.0

3.25 3.25 3.25
0.5

4.0 1.5 4.01.5
0.5

至 国道288号

【 工事前：終点付近(南側から北側を望む)】

市道福原八山田舘前線

【工事前：中央付近（北側から南側を望む）】

事業区間



事業着手

平成11年度

令和８年９月末現在

事業進捗率88％

【 起点側混雑状況 】【 富久山大橋 】

現在は用地補償のお願いをしています。

至 田村市

ふ く やま

至 田村市

【 交差点混雑状況 】

至 田村市



一般国道２８８号は、福島県郡山市を起点とし、同県双葉郡双葉町に至る延長約
75kmの幹線道路であり、福島県の復興計画（第３次）において、「復興まちづくり・
交流ネットワーク基盤強化プロジェクト」の「地域連携道路」に位置づけられている重
要な路線です。残事業区間は２車線で整備されているものの、通勤や物流車両により日
常的に混雑していることから、渋滞解消を図るものです。

・用地補償
・関係機関調整

本事業により、市街地の慢性的な渋滞
緩和、救急や物流の円滑な通行確保等が
図られます。

事業の必要性と効果

延長L=1,700m 幅員W=14.0(25.25)m
・H11年度事業着手
・H21富久山橋2車線暫定供用
・R4富久山大橋4車線供用L=700m

事業概要

令和８年度の事業内容

国道288号（富久山ﾊﾞｲﾊﾟｽ）
郡山市富久山町福原地内

【 位置図 】
富久山ﾊﾞｲﾊﾟｽ L=1.7km

N

S

W E

【 標準横断図 】

【 用地取得状況 】【 交差点混雑状況 】

至 国道4号至 国道4号

3.5 1.75

25.25

3.5 3.5 3.53.5 1.25 3.51.25

4車線供用済み残事業区間



事業着手

平成21年

令和８年９月末現在

事業進捗率９２%

ふ く ら

【工事完了箇所】

今年度は、福良工区未供用区間(L=110m)の改良工事を進めて
おります。

【 施工状況】

至会津若松市

至白河市

至会津若松市

至白河市 至白河市

至会津若松市

至白河市

至会津若松市

【令和8年9月撮影】 【令和7年10月撮影】



一般国道２９４号は、千葉県柏市を起点とし、福島県会津若松市に至る全長約２
４０ｋｍの幹線道路であり、中通り地方と会津地方を結ぶ重要な路線です。
現道は幅員狭小、線形不良の箇所が続き、交通の隘路となっているため、パイパス整

備により観光支援と物流の活性化を期待されており、延長４．７kmの区間を整備して
います。

国道２９４号（福良ﾊﾞｲﾊﾟｽ）
郡山市湖南町福良～赤津地内

本事業により、線形不良、幅員狭小区
間の解消による安全性、交通利便性の向
上を図るとともに、観光道路として地域
振興に寄与することが望めます。

事業の必要性と効果

延長L=4.7km 幅員W=6.5(８.5)m
・H21年度 事業着手
・H23年度 用地補償着手
・H25年度 工事着手

事業概要

令和８年度の事業内容
【 位置図 】

【 標準横断図 】

【 現道施工前状況 】

・改良工事

（標準横断図）

至

岩

N

S

W E

全体計画 L=4.7km W=6.5(８.5)m

至会津若松市

至白河市

至会津若松市

至白河市

施工済区間(赤津工区)L=1.4km

施工済区間(福良工区)L=1.5km

赤津工区
L=2.5km

福良工区
L=2.2km

R7.3.31供用

R5.3.22供用


